
釧路市立北中学校  

  第２学年 〔単元名〕Homestay in the United States.  

 〔単元の目標〕 
・ 話すこと（やり取り） 自分のスケジュールや、家や学校のルールについて、「する必要のあること」や「しなければならないこと」を伝 
             え合うことができる。 
・ 書くこと       日本の習慣やマナーについて、簡単な語句や文を用いて書くことができる。 

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕 

〔改善の方向性〕 
・ 単元の目標の達成に繋がるよう、ねらいを明確にし 
  た「聞く」「話す」「書く」の場面を適宜設定する。 
・ まとまりのある英文を読んだり、聞いたりして、そ 
  の情報の中から場面や状況を判断し、自分自身の表 
  現活動につなげられるようにする。 
・ 内容確認のやり取りも英語で行うことを意識する。 
 
 
  

手立て 資料 

１ 既習文法を活用して、自分自身について伝えたり、相手の情報を理解したりする活動場面を設定する。 ① 

２ 外国の文化と日本の文化の違いを、観光ではなく“留学（生活）をする”という視点で考える機会を設ける。 ② 

３ 
「実際に留学生を受け入れるとしたら、どんなアドバイスをするか」という、目的・場面・状況を設定するこ
とで、お互いの文化を理解することの大切さを考えさせる。 

③ 

４ 【参考資料】話すこと（発表）の単元でのパフォーマンステストの実施について ④ 

実践テーマ「『指導と評価の一体化』のためのパフォーマンステストの改善・充実」 

〔単元の目標の達成状況〕 
・ 既習文法を使って、自分の家庭や学校のルール、「する必要のあること」や 
 「しなければならないこと」など、自分自身について互いに伝え合うことが 
  できた。 
・ 既習文法や簡単な語句を使って簡単な英文を書くことはできたが、状況や 
  場面に応じた文を正しく書くことは十分にできなかった。 
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単元の目標の達成に向けた手立ての具体  

  １ 既習文法を活用して、自分自身について伝えたり、相手の情報を理解したりする活動場面を設定する。     

【資料①】 

 ○  授業の最初にSmall Talkの時間を設  

 定し、既習文法を使って互いに自分自 
 身のことを伝え合う。 

 
 

 

○ 英語で授業をする雰囲気づくりがで 
 きるよう既習の言語材料を使って自分 
 事として対話したり、本単元での言語 
 材料を用いて対話をしたりする場面を 
 設定することで本時の展開につなげる。 
〇 単語の練習の際もペアで行う。  

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 

○ Small Talkや前時の振り返り等を活 
 用して教師と生徒、生徒間でやり取り 
 をし、文法事項の確認をしながら活動 
 につなげる。  
○ 活動の途中に英作文のポイントが確 
 認できるように板書を工夫する。 

  
 
 
○   既習文法を使って、自分自身につい 
   てロイロノートに英作文をし、それを 
 用いてペアで互いに伝え合う。 

    

〔工夫点〕 

○ 正しさよりも、対話を 
 続けることに重点を置き、 
 挨拶や相槌、やり取りを 
 行う工夫を大切にする。 
○ ただ対話をして終わら  
 ないように、全体で振り  
 返る場面を位置付ける。 

 
○ 生徒が提出した英文を 
 使い、表現の確認やパタ 
 ーン練習を繰り返し行う。  
○ 文法の誤り等があった 
 場合はその場 ですぐに共 
 有し、全体で確認する。 

 黒板に対話のヒントがあ
り、それを参考にペアを変
えながら対話をする。  → 

← 単語の練習の際も挨拶 
 からスタート。ペアをど 
 んどん入れ替えて行う。 



単元の目標の達成に向けた手立ての具体  

  ２ 外国の文化と日本の文化の違いを、観光ではなく“留学（生活）をする”という視点で考える機会を設ける。 

【資料②】 

 ○ 日本と外国で異なる文化や習慣について 

   のクイズに答える。   

○  異文化への興味や関心を高める雰囲気づく 
  りをする。クイズ形式にすることで、思考す 
  る意欲が高まるとともに、ゲーム的要素を含 
  むことで失敗を恐れることなく発表や表現を 
  する雰囲気を高める。 
〇  クイズの解答の際は、その国や文化の背景  
  などの補足をする。 

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 

〇  本単元の言語材料であるmust, must not,   
  have to, don’t have to, 動名詞を使った文を 
  活用して表現することを確認する。 
○  グループで交流し、最も興味深いものを選 
  ぶよう指示する。班員全員が同じ内容だった 
  場合は、再度調べ直してよいものとする。 

   

  
 
○ それぞれが日本と外国で異なる文化や習慣に 
 ついてタブレットを使って調べ、その結果を既 
 習文法を使って英文にまとめる（個人思考）。 
 それをグループで交流し、興味深い内容のもの 
 をひとつ選び、全体で発表する（集団思考）。 

〔工夫点〕 

○ 「観光」でなく、「留学 
 （生活）」をするのだという 
 前提を示す。 
〇 この際の英文の提示の仕方 
 が、次の生徒の活動のモデル 
 になるようにする。  

〇 より多様な異文化を調べる 
 機会にしたり、英作文の仕方 
 を互いにアドバイスし合った 
 りできるよう、グループ交流 
 とした。 
〇 未履修の単語や文法の誤り 
 は全体交流の中で触れる程度 
 にとどめている。  

＜教師のクイズ例＞ ＜生徒のスライド＞ 



単元の目標の達成に向けた手立ての具体  

  ３ 「実際に留学生を受け入れるとしたら、どんなことを伝えるか」という、目的・場面・状況を設定することで、互い 
  の文化を理解することの大切さを考えさせる。 

【資料③】 

 ○ 「海外からの留学生に、日本の 

  習慣やマナーを伝えよう！」という 

  テーマでテキスト１枚にまとめる。 

○  事前に調べた外国の文化を参考にして、 
 留学生に伝える内容を考えるよう伝える。 
〇 「自分の家に留学生を迎える」という場面 
 を設定し、家族で過ごす際のマナーや、一  
 緒に楽しめることを表現するよう伝える。 

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 

〔工夫点〕 

○ テストの内容・方法・モデ 
 ル文等は、全生徒に配付して 
 生徒自身がいつでも確認でき 
 るようにする。 

【提出された生徒の作品】 
（右上） 条件を満たしている … B 
（下図） 条件以上＋ポスターの工夫…A 

パフォーマンステストの際には 
① 目的・場面・状況 
② 評価の規準 
を明記し、生徒に提示する。 



＜参考資料＞ 

  ４ 話すこと（発表）の単元でのパフォーマンステストの実施について 

【資料④】 

〇 教科書本文の内容理解を通して、活動内容 
 や評価のポイントなどを把握するよう促す。 
 
○  教科書の内容理解を通して、自分が発表す 
  る際に活用できる表現や、発表する際に大切        
  にすべきポイントなどを確認する。  

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 

 ○ 自分で決めたテーマについてタブレット 

  を使ってアンケートを実施し、その結果を 
  分析し発表内容を整理する。（個人思考） 
 ○ 必要に応じて個別にやり取りをしたり、 
  発表をし合ったりする。 
  （ペア・グループ活動） 

〔工夫点〕 

○  グラフや表などを効果的 
 に活用し、相手にわかりやす  
 い発表ができるよう促す。 
〇  原稿はあくまでも補助的 
  なものであり、グラフを活  
  用して、相手に伝わるプレ 
  ゼンテーションができるよ 
  う促す。 

教科書の“Feedback 
Sheet”に基づいてパ
フォーマンス評価を実施 

プレゼンテーションに続いて、
ALTによる英語での質疑応答で
話すこと（やり取り）も実施 

興味を引くテーマの設定や、
わかりやすいグラフの作成な
ど、様々な工夫が見られた 


